
同志社大学 新島塾

第5期塾生募集 説明会資料

高等研究教育院事務室



新島塾 募集説明

本日の内容

1. プログラム概要説明

2. 塾生が語る新島塾

3. 塾生との質疑応答（省略）

4. 出願手続きとスケジュール
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新島塾 募集説明

本日の内容

1. プログラム概要説明

2. 塾生が語る新島塾

3. 塾生との質疑応答（省略）

4. 出願手続きとスケジュール
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新島塾とは…？

良心教育を継承しながら、文理の

垣根を越え、｢総合知｣を備えた

次の時代を担う人物を養成する

教育プログラム
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新島塾とは…？

リーダー養成プログラム

募集定員は20名

期間は2年春からの1.5年間

費用は原則として無料

大学長が新島塾塾長
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特徴



新島塾とは…？

期間は2年春からの1.5年間

選択必修、選択の推奨化（後述）
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変更点



複合的視点からの考察

物事の本質を見極める力

所属学部の専門領域を超えた幅広い知識

基礎学力の重要性

強い｢志｣や生涯学び続ける姿勢

リーダーの素養の獲得

修了後、リーダーシップを発揮
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新島塾とは…？

人物養成の指針(抜粋)
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◆プログラム構成

必修

課外

プログラム

（推奨）

正課科目

（推奨）

プログラムの構成



8

◆プログラム構成

必修

課外

プログラム

（推奨）

正課科目

（推奨）

プログラムの構成
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◆３つの必修プログラム

Ⅰ.リーダーシップ論・ワークショップ

Ⅱ.読書から始まる知の探究

Ⅲ.合宿で鍛える知的基礎体力

プログラムの構成

必修

課外正課
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必修プログラムのスケジュール

｢読書から始まる
知の探究｣1

2年春 2年秋 3年春 3年秋

｢読書から始まる
知の探究｣2

｢読書から始まる
知の探究｣3

3年春2年秋2年春

入塾

リーダーシップ論・

ワークショップ1

修了

合宿で鍛える
知的基礎体力1

合宿で鍛える
知的基礎体力2

入塾期間1.5年 自主活動

リーダーシップ論・

ワークショップ2

｢読書から始まる
知の探究｣ 塾生企画

9月 9月
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必修プログラム【2022年度実績】

1 2 3 4
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3

3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 7 8 9 10 11 12 13 4 5 6 7 8 9 10

10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 14 15 16 17 18 19 20 11 12 13 14 15 16 17

17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 21 22 23 24 25 26 27 18 19 20 21 22 23 24

24 25 26 27 28 29 30 28 28 29 30 31 25 26 27 28 29 30

31

5 6 7 8
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 1 2 3 4 5 1 2 3 1 2 3 4 5 6 7

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 4 5 6 7 8 9 10 8 9 10 11 12 13 14

9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 11 12 13 14 15 16 17 15 16 17 18 19 20 21

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 18 19 20 21 22 23 24 22 23 24 25 26 27 28

23 24 25 26 27 28 29 27 28 29 30 25 26 27 28 29 30 31 29 30 31

30 31

9
月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 24 25 26 27 28 29 30 28 29 30 26 27 28 29 30 31

31

1 2 3 凡例

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 3期生・4期生合同

1 1 2 3 4 5 1 2 3 4 5 3期生

2 3 4 5 6 7 8 6 7 8 9 10 11 12 6 7 8 9 10 11 12 出願締切および第2次審査日

9 10 11 12 13 14 15 13 14 15 16 17 18 19 13 14 15 16 17 18 19

16 17 18 19 20 21 22 20 21 22 23 24 25 26 20 21 22 23 24 25 26

23 24 25 26 27 28 29 27 28 27 28 29 30 31

30 31

2022年度 新島塾活動

April

July August

12 December

2023 January February March

10 October 11 NovemberSeptember

May June

2022 January February March
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◆３つの必修プログラム

Ⅰ.リーダーシップ論・ワークショップ

Ⅱ.読書から始まる知の探究

Ⅲ.合宿で鍛える知的基礎体力

プログラムの構成

必修

課外正課
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Ⅰ.リーダーシップ論・ワークショップ

「リーダーシップとは何か。」

「リーダーとはどのような人か。」

「リーダーに必要な素養や能力は何か。」

新島塾塾生として学びを開始する段階で、リーダー

シップとは何かを学ぶ。チームはどうあるべきで、

自分はその一員としてどう考え、どう行動すべきか

理論だけでなく実践から学ぶ。

必修プログラム-1

必修

課外正課
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◆３つの必修プログラム

Ⅰ.リーダーシップ論・ワークショップ

Ⅱ.読書から始まる知の探究

Ⅲ.合宿で鍛える知的基礎体力

プログラムの構成

必修

課外正課



≪2022年度実績≫

文学部 新 茂之 先生

政策学部 服部 篤子 先生

社会学部 小山 隆 先生

理工学部 林田 明 先生

塾生企画型セッション（塾生が内容を企画する）

文系・理系学部双方の先生方から学ぶことができます
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Ⅱ.読書から始まる知の探究

課題図書の精読、読書後の活動を通して問題を
考察、探究し、幅広い教養や論理的思考力等を
獲得する

必修プログラム-2

必修

課外正課
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読書から始まる知の探究 活動の様子-1
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読書から始まる知の探究 活動の様子-2
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◆３つの必修プログラム

Ⅰ.リーダーシップ論・ワークショップ

Ⅱ.読書から始まる知の探究

Ⅲ.合宿で鍛える知的基礎体力

プログラムの構成

必修

課外正課



≪2022年度実績≫
9月2日（金）～5日（月）※通学で実施
テーマ「戦争と平和、戦争と教育」

課題図書
佐藤 優 『学生を戦地へ送るには―田辺元「悪魔の京大講義」を読む―』
東畑 開人『なんでも見つかる夜に、こころだけが見つからない』
渡辺 政隆『ダーウィンの遺産』
数学セミナー編集部『数学１００の発見』 他2冊
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Ⅲ.合宿で鍛える知的基礎体力

必修プログラム-3

日常から離れ、塾生や講師と時間・空間を共有し、

仲間と語り合い協働する価値を学ぶ

学知の基礎を獲得するための具体的な学習方法を

身に付ける

必修

課外正課
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合宿で鍛える知的基礎体力 活動の様子-1
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合宿で鍛える知的基礎体力 活動の様子-2
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◆プログラム構成

必修

課外

プログラム

（推奨）

正課科目

（推奨）

プログラムの構成



正課科目／課外プログラム

・全学共通教養教育科目のうち
｢同志社科目群｣から1科目以上

｢クリエイティブ･ジャパン科目｣(※)から1科目以上

(※)｢京都科目｣・｢クールジャパン科目｣・｢クリエイティブ・ジャパン科目｣・
｢外国人留学生とともに学ぶ科目」のいずれか

・グローバル･リベラルアーツ副専攻英語開講科目
全学共通教養教育科目「外国語教育」のうち留学関連科目

ドイツ語･異文化理解EUキャンパスプログラム
学部で実施しているStudy Abroadや海外インターンシップ

等の正課科目から1科目以上

※詳細は入塾の手引きを参照
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正課科目（推奨） 必修

課外正課
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◆プログラム構成

必修

課外

プログラム

（推奨）

正課科目

（推奨）

プログラムの構成



正課科目／課外プログラム

・学生支援センター所管の課外プログラム

（例）函館キャンプ

・キリスト教文化センター所管の課外プログラム

（例）Doshisha Spirit Tour

・学生スタッフ

（例）障がい学生支援室サポートスタッフ

・佐藤 優 講師による読書クラス
のいずれか

※詳細は入塾の手引きを参照
26

課外プログラム（推奨） 必修

課外正課



プログラム全体像
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知識

技能

統合知

理論

複合的視点

理念

批判的思考

行動力

学部の

学び

必修

課外

プログラム
正課科目

リーダーの素養



新島塾 募集説明

28

本日の内容

1. プログラム概要説明

2. 塾生が語る新島塾

3. 塾生との質疑応答（省略）

4. 出願手続きとスケジュール



新島塾 塾生が語る新島塾

大倉さん（神学部神学科）

田中さん（文学部英文学科）

武田さん（法学部法律学科）

谷口さん（経済学部経済学科）

29

語ってくれる塾生



新島塾 塾生が語る新島塾

1.なぜ入塾しようと思ったのか

2.入塾前と入塾後の印象のちがい

3.１年目の思い出、体験談

4.どのような塾生がいるか、雰囲気

5.入塾して良かったと思えること

6.入塾して大変だったこと

7.説明会参加者にメッセージ
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語ってもらう内容



新島塾 塾生が語る新島塾

1.なぜ入塾しようと思ったのか

2.入塾前と入塾後の印象のちがい

3.１年目の思い出、体験談

4.どのような塾生がいるか、雰囲気

5.入塾して良かったと思えること

6.入塾して大変だったこと

7.説明会参加者にメッセージ
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語ってもらう内容



新島塾 塾生が語る新島塾

1.なぜ入塾しようと思ったのか

2.入塾前と入塾後の印象のちがい

3.１年目の思い出、体験談

4.どのような塾生がいるか、雰囲気

32

大学入学前から中高の先輩に新島塾のことを聞いており、
興味を持っていたことと、他学部の方と交流したかったため。

物怖じしてしまうような雰囲気と想像していたが、
温かな雰囲気で発言しやすいこと。

服部先生セッションの最終セミナーで実感した議論することの楽しさ。

個性豊かであるが、自分だけ頑張ろうという感じではなく、
周りの人と協力して助け合いながら頑張ろうとする塾生が多い。

語ってもらう内容 大倉さん（神学部神学科）



新島塾 塾生が語る新島塾

1.なぜ入塾しようと思ったのか

2.入塾前と入塾後の印象のちがい

3.１年目の思い出、体験談

4.どのような塾生がいるか、雰囲気
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語ってもらう内容 田中さん（文学部英文学科）

自分から積極的に意見が言えないタイプだったので、
そんな自分を変えたいと思った為。

堅苦しい人が多い印象を持っていたが、実際にはとてもアットホームな
雰囲気で居心地が良い

合宿を通して様々な学年、学部の人と1日中ディスカッションを行ったこと

それぞれが違う個性を持っており、どのような個性でも受け入れてくれる
雰囲気がある。



新島塾 塾生が語る新島塾

1.なぜ入塾しようと思ったのか

2.入塾前と入塾後の印象のちがい

3.１年目の思い出、体験談

4.どのような塾生がいるか、雰囲気

34

語ってもらう内容 武田さん（法学部法律学科）

大学1年目を振り返り、何もしてこなかったことに焦りを感じ、
何か学ぶ機会を得たいと思ったから。

堅い雰囲気を想像していたが、想像以上に話しやすい雰囲気だったこと。

特に印象的だったのは合宿で、様々なことを学ぶとともに、
自分の足りていない部分をよく実感することができた。

それぞれ個性的で自分の意志を持っている一方で、寛容な人が多く、
穏やかな雰囲気がある。



新島塾 塾生が語る新島塾

1.なぜ入塾しようと思ったのか

2.入塾前と入塾後の印象のちがい

3.１年目の思い出、体験談

4.どのような塾生がいるか、雰囲気
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語ってもらう内容 谷口さん（経済学部経済学科）

親に入塾するよう勧められ調べていくうちに、
活動を通して学部を超えて様々な人と議論できる点に魅力を感じたため。

殺伐とした雰囲気を想像していたが、塾生も教授も熱心だがあたたかく、
決して居心地の悪い空間ではなかった点。

合宿に参加し、生まれて初めて自ら「勉強したい！」という感情が生まれた。

様々な塾生がいるが、みな何か意志を持って発言・行動している印象。
他人をほめるのが上手な塾生が多い。



新島塾 塾生が語る新島塾

1.なぜ入塾しようと思ったのか

2.入塾前と入塾後の印象のちがい

3.１年目の思い出、体験談

4.どのような塾生がいるか、雰囲気

5.入塾して良かったと思えること

6.入塾して大変だったこと

7.説明会参加者にメッセージ

36

語ってもらう内容



新島塾 塾生が語る新島塾

5.入塾して良かったと思えること

6.入塾して大変だったこと

7.説明会参加者にメッセージ
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語ってもらう内容

かけがえのない仲間、尊敬する先輩方に出逢えたこと。
フィールドワーク（フィールドエクスカーション）を通して、
個人では行くことのないような場所に行き学べること。

合宿前の課題。(特に、数学と普段書くことのない文字数のレポート作成)

将来、「新島塾で出逢えた仲間がいるから、新島塾で得た学びがあるから
大丈夫」と思うことのできるような出会いや経験を必ずできると思います。
みなさんにお会いできること、一緒に活動できることを楽しみにしております!!

語ってもらう内容 大倉さん（神学部神学科）



新島塾 塾生が語る新島塾

5.入塾して良かったと思えること

6.入塾して大変だったこと

7.説明会参加者にメッセージ
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語ってもらう内容

あらゆる学問分野を学ぶ事が出来る。
自分自身英文学科であるが、英文学科のレポートを書く際も社会学と
掛け合わせて書くなど、質の良いレポートが書けるようになった。

期末テスト期間中に活動があると、新島塾の課題がおろそかになる。
しっかり課題をやっていないとセッションに着いていけず、辛くなる。

とてもキツい活動になるが、そこから得られる達成感は他の大学生活では
体験出来ないものであり、キツさより得られるものが多いです！
是非一歩を踏み出してみてください♪

語ってもらう内容 田中さん（文学部英文学科）



新島塾 塾生が語る新島塾

5.入塾して良かったと思えること

6.入塾して大変だったこと

7.説明会参加者にメッセージ

39

語ってもらう内容

意見を言い合い、共に学び高め合えるような仲間と出会えたこと。また、
自分が普段触れないような内容を取り扱い、幅広く学べる機会を得れたこと。

テスト前や期間中に活動があったときに、新島塾の活動とテスト勉強の
両立が大変だと感じた。

得られることも多い一方で、楽な活動ではないので、ぜひ最後まで学ぶ
意志のある方に入っていただきたいと思います！

語ってもらう内容 武田さん（法学部法律学科）



新島塾 塾生が語る新島塾

5.入塾して良かったと思えること

6.入塾して大変だったこと

7.説明会参加者にメッセージ
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語ってもらう内容

信頼できる仲間ができた。臆せずに自分の意見を言うことができ、
それを受け入れてくれる仲間がいる環境は貴重。

雰囲気は悪くなかったが、最初のころのセッション前日などは緊張して
ご飯がおいしくなかった。

もっと勉強したい、いろいろな人と意見を交わしたいと思っているあなた、
大学生活のほんの一部分を新島塾で自らを高める時間に充ててみませんか？
来年お会いできることを楽しみにしています！！

語ってもらう内容 谷口さん（経済学部経済学科）



新島塾 募集説明

本日の内容

1. プログラム概要説明

2. 塾生が語る新島塾

3. 塾生との質疑応答（省略）

4. 出願手続きとスケジュール

41



出願手続き

42

出願書類
1. 新島塾志願票
2. 志望理由書(1200文字以内)
3. CASECのスコア
4. 顔写真

出願方法

第5期塾生出願Forms に入力

出願締切

2023年1月12日（木）17時 出願Forms



スケジュール

1次審査（書類）結果発表

2023年1月17日（火）

2次審査（面接・Zoom）

2023年1月21日（土）

2次審査結果発表

2023年1月27日（金）

※詳細は入塾の手引き「募集及び選考」を参照
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お問合せ先

高等研究教育院事務室

今出川校地 致遠館(ちえんかん)2F

075-251-3259

ji-njyuk@mail.doshisha.ac.jp

44

同志社大学新島塾

出願FormsWeb


